
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

液晶表示装置の駆動方法であって、ＲＧＢが独立でかつ各々
が複数のγ変換特性を有するＲＧＢ独立γ変換回 、前記ＲＧＢ独立γ変換回 出力
を切換えるγ切換え回 、前記ＲＧＢ独立γ変換回 γデータ設定と前記γ切換え回

切換えパターンを制御す 野角適応制御回 、 液晶画素に印加する信号電
圧の交流化極性を制御する交流化制御手 、液晶パネ を備え、前記γデータ設定と
前記 切換えパターンと交流化極性との関係から、 液晶画素に印加される信号電圧お
よび極性を管理し、

前記γデータ設定お
よび前記 切換えパターンもしくは前記交流化極性を、 液晶画素に直流成分が印加さ
れないように制御することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前 野角適応制御回路

前記γ切換えパ
ターンをフレーム方向に切換える場合に、階調によって変化する液晶パネルの応答速度の
不足により切換えるγ間の変調量が低下してしまわないように、前記γデータ設定を

の低下を補償するように強調制御することを特徴とする 液晶表示装
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液晶画素に対して直流成分が残留してしまうことにより、液晶が劣化し焼きつきが発生
する特性を有する液晶方式の

路と 路の
路と 路の

路のγ る視 路と 前記
段と ルと

γ 前記
前記γ切換え回路に対して行うγ切換えパターンが、映像信号のフレ

ーム方向に対して奇数フレーム毎に切換え制御される場合、前記交流化制御手段において
、フレーム方向への交流化周波数を２フレーム毎とすることにより、

γ 前記

記視 は、前記ＲＧＢ独立γ変換回路のγデータ設定と前記γ切換え
回路のγ切換えパターンを液晶パネルの応答速度データに応じて制御し、

前記
変調量 請求項１記載の



置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＴＮ液晶（ツイスティッドネマティック液晶）の液晶表示装置の駆動回路と、
液晶表示装置に入力する映像信号の信号処理に関するものであり、特に信号処理や駆動方
法により、液晶表示装置の視野角特性を拡大制御することのできる液晶表示装置の信号処
理と駆動方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
液晶ＴＶ等において多く使用されているＴＮ液晶方式は、液晶のもつ屈折率異方性や捻じ
り配向等により、液晶層を通過する光はその方向や角度によりさまざまな複屈折効果を受
け複雑な視野角依存性を示し、例えば一般的には上方向視角では画面全体が白っぽくなり
、下方向視角では画面全体が暗くなり、かつ画像の低輝度部で明暗が反転してしまうとい
う現象が発生する。
【０００３】
この様な視野角特性については、さまざまな方法により輝度、色相、コントラスト特性、
階調特性等について広視野角化する技術が数多く開発されている。
【０００４】
このような技術としては、液晶パネルそのものに対する改良や、光学的部材を用いるもの
が非常に多く一般的であるが、ＴＦＴ工程や液晶パネル工程が複雑とならず、歩留まりの
低下やコスト増大を引き起こさない方法として、外部回路の信号処理のみで広視野角化を
図る技術についても示されている。これは、液晶セルの印加電圧に対する透過率特性（以
下、Ｖ－Ｔ特性と表記）の視角依存性を利用し、入力信号に対する階調電圧変換特性（以
下、γ特性と表記）を、複数用意し所定の間隔でこの切換え制御を行いながら液晶を駆動
することにより、複数の特性が視覚的に合成され視野角特性を向上させるという技術であ
り、例えば、特開平７－１２１１４４号公報「液晶表示装置」、特開平９－９０９１０号
公報「液晶表示装置の駆動方法および液晶表示装置」等に示されている。このような従来
の外部信号処理による広視野角化液晶表示装置の例を図１０に示す。
【０００５】
図１０では、ＲＧＢ画像信号を入力として互いに異なる複数のγ特性を有するγ変換回路
γ１、γ２と、このγ特性を画像信号のｎフレーム毎（ｎは自然数で、ｎ≧２）に切換え
制御する手段とを含み、γ変換手段の出力に応じて液晶駆動をなすようにしたもので、γ
特性の切換えパターンとしては図１１に示すようにＲＧＢトリオを１単位として交互にか
つ、連続するｎフレームの対応画素には同一のγ特性に対応した表示電圧でかつ互いに極
性が異なる表示信号電圧を印加するように構成したものである。ここで、図１２に示すよ
うに二つのγ特性は異なる視野角が最適視野になるよう、例えばγ１は上視野１０°に最
適化し、γ２は下視野１０°に最適化してγ特性は固定し、前記切換えパターンで変調す
ることにより上下１０°程度最適階調特性を広げるよう動作させるというものである。
【０００６】
このように従来技術では、外部回路の信号処理のみで視野角特性を拡大する（視野角特性
を改善する）技術としては、固定的に設定された複数のγ変換特性を変調する方式が手法
として開示されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来例においては、フレーム方向へのγの変調周期については、２フレー
ム以上との限定がなされている。このフレーム方向へのγの変調を行う理由については、
ある程度の視野角改善効果を出すためにγの変調度を大きく取る（例えば図１２に示すγ
１、γ２を切換え変調する場合の、γ１とγ２のγ特性の差異が大きい）場合、γ特性の
変調制御によりその変調パターンがドット模様として認識されてしまうという弊害がある
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ためであり、このような時間方向への変調により、人間の眼の積分効果とあいまって視覚
的に平均化されてドット模様が認識されにくくできるというものである。しかし、実際に
はある程度変調度を大きく取ってこのように処理すれば、フリッカが発生しやすくなるた
め、このフレーム方向への変調周期についてはより早い方が有利である。また、液晶表示
装置では、液晶画素に直流成分が印加されると電気化学反応により劣化するので常に交流
駆動されており、フレーム方向への交流化については、１フレーム毎に交流化されること
が一般的である。しかしながら、前記のフレーム方向へのγ変調周期を１フレーム毎とし
たとすれば図５に示すように、ある注目画素についてみればフレーム方向に順に、γ１＋
、γ２－、γ１＋、γ２－、γ１＋、γ２－．．．．．．、その隣接画素の場合は、γ２
＋、γ１－、γ２＋、γ１－、γ２＋、γ１－．．．．．．となり、γ１とγ２は異なる
γ値を設定するので、仮にγ１＞γ２であれば平均すると前者の画素には＋の直流電圧が
印加され、後者の画素には－の直流電圧が印加されてしまうことになる。従来例について
は、これを鑑みてｎ≧２の制限を設けてあるものと考えられるが、ｎ＝３の場合では図４
のように同様に直流成分が残ってしまう。従来例ではこのような、液晶パネルの信頼性に
関わる対応に関しては何ら開示はない。
【０００８】
このように、液晶画素に対して直流成分が残留してしまうと、画像の焼き付き（画像メモ
リー現象）の大きな発生要因となるほか、上記に説明した電気化学反応による液晶そのも
のの劣化による信頼性の低下、フリッカが発生しやすくなるなどいろいろな大きな弊害が
ある。
【０００９】
本発明の第２の課題は、このようにフレーム方向へのγ変調を行う場合、変調する複数の
γ特性γ１、γ２は、改善しようとする視野角特性の項目等にも依存するが通常、図１２
のように特に中間調レベルにおいてその差異が大きくなるように設定されることが多い。
しかし、本技術を適用するＴＮ液晶の場合、この中間調レベルの液晶の応答速度は白もし
くは黒レベル付近のそれに比べて遅いのが一般的であり、このため、フレーム周期では変
調速度が追いつかない場合がある。
【００１０】
すなわち、変調度（γ１、γ２の差異）がある程度以上大きい階調では、各階調の所定の
振幅（γ１－γ２）を振りきれない場合があり、これにより、本来の視野角改善自体の効
果が充分得られない場合がある。また、これにより図７中ｂに示すように変調時の等価的
なγ特性（γ１とγ２を合成したものに相当する等価的なγ特性）が偏りをもったりして
等価的なγ特性も所望の特性とならない場合がある。
【００１１】
このような理由により、フレーム方向に変調することにより、変調しない場合に比べて所
望の変調が出来ず視野角特性の改善度合いが低下する、あるいは、正面視角方向からの視
覚特性が著しく変わってしまう等々の問題がある。
【００１２】
本発明は、このような信号処理や駆動の制御によって視野角特性の改善を図る技術におい
て、液晶画素に対して直流成分が残留しないようにして、画像に対する弊害も少なく安定
で信頼性の高い駆動を行うようにすることを目的とする。
【００１３】
さらに、フレーム方向への反転に伴う、視野角改善効果そのものに対する影響を補償し、
良好な画質で効果的に視野角改善を行うことを目的とするものである。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　このような課題を解決するために本発明は、

液晶表示装置の
駆動方法であって、ＲＧＢが独立でかつ各々が複数のγ変換特性を有するＲＧＢ独立γ変
換回路と、前記ＲＧＢ独立γ変換回路の出力を切換えるγ切換え回路と、前記ＲＧＢ独立
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液晶画素に対して直流成分が残留してしま
うことにより、液晶が劣化し焼きつきが発生する特性を有する液晶方式の



γ変換回路のγデータ設定と前記γ切換え回路の 切換えパターンを制御す 野角適応
制御回路と、 液晶画素に印加する信号電圧の交流化極性を制御する交流化制御手段と
、液晶パネルとを備え、前記γデータ設定と前記 切換えパターンと交流化極性との関係
から、 液晶画素に印加される信号電圧および極性を管理し、

前記γデータ設定および前記 切換えパターンもしくは前記交流
化極性を、 液晶画素に直流成分が印加されないように制御するようにしたものである
。
【００１５】
【作用】
ここで、改善しようとする視野角特性や画像の状態、信号ソースの種別、ドット模様の低
減などにより、最適なγ変調パターンが設定されるが、例えば、そのフレーム方向への変
調周期が奇数の場合は、フレーム方向への交流化駆動周期を２フレーム周期とするなどの
ように管理制御して、各画素に印加される信号電圧が正負対称となるようにすることによ
り、上記課題を解決することが出来るものである。
【００１６】
さらに、各階調の変調振幅に応じて変調度を強調して補償処理することにより、応答速度
の遅い中間調部においても所定の振幅でγ変調制御することができるようにするものであ
る。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
【００１８】
（実施の形態１）
図１は本発明の請求項１から３の内容に基づいた実施の形態１における駆動方法を行う液
晶表示装置の構成ブロック図を示し、図１の本液晶表示装置において、１は入力される映
像信号データを液晶パネルのＶ－Ｔ特性より必要な所定の印加電圧に変換するような複数
のγ特性を、ＲＧＢ個別に設定することのできるＲＧＢ独立γ変換回路であり、２はこれ
を所望の視野角特性になるよう所定の画素パターンでＲＧＢ独立に切換え制御を行うγ切
換え回路であり、３は液晶画素に印加する電圧と極性を管理制御しながら最適なパターン
で、前記ＲＧＢ独立γ変換回路に対するγデータ設定と前記γ切換え回路に対する切換え
制御を行い、γの変調制御を行うように構成された第１視野角適応制御回路３であり、４
は液晶パネルの交流化駆動の周期等を制御することのできる交流化制御部であり、５はＴ
Ｎ液晶で所望の方向に対し視野角依存性が大きくなるよう配向制御されている液晶パネル
である。
【００１９】
以上のように構成された液晶表示装置について、図１および図４、図１１を用いてその動
作を説明する。
【００２０】
まず各回路動作について説明する。
【００２１】
ＲＧＢ独立γ変換回路１は、複数のパラメータによる演算方式あるいはＲＯＭテーブル方
式によりγ変換処理を行う回路がＲＧＢ３系統あり、各パラメータはＲＧＢ各々に対しγ
１とγ２の各設定を行える構成となっている。
【００２２】
γ切換え回路２はγ変換処理としてγ１特性とγ２特性を切換えるセレクタである。γ切
換え回路２より出力された信号は液晶パネル５へ入力され、図示しない極性反転回路等を
通して液晶パネル５のソースドライバーへ入力され液晶画素が駆動されるようになってい
る。
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γ る視
前記

γ
前記 前記γ切換え回路に対し

て行うγ切換えパターンが、映像信号のフレーム方向に対して奇数フレーム毎に切換え制
御される場合、前記交流化制御手段において、フレーム方向への交流化周波数を２フレー
ム毎とすることにより、 γ

前記



【００２３】
ここで、通常の液晶パネルの場合、ソース駆動回路とゲート駆動回路は、所定の交流化を
行うよう規定された周期で極性反転がなされ交流化駆動動作が行われている。すなわち、
ソース駆動回路およびゲート駆動回路は、液晶パネルがライン反転駆動方式ではあれば１
ライン毎に、ドット反転方式であれば１ドット毎にというように各方式に応じて極性が反
転するよう動作を行い、フレーム方向については通常１フレーム毎に極性反転の動作をな
すようになっている。
【００２４】
交流化制御部４は、この交流化極性を必要に応じて適宜交流化周期を変更するなどの制御
をソース駆動回路およびゲート駆動回路に対して行えるようにしたものである。
【００２５】
第１視野角適応制御回路３は、γ１特性とγ２特性を時空間変調するようにγ切換え回路
２とＲＧＢ独立γ変換回路１に対するγ１、γ２の各パラメータと切換えパターンを制御
するよう動作するものであり、この変調（切換え）パターンやγ特性設定について、画質
に対する弊害も少なく効果的に視野角拡大処理が行えるように適応的に最適な制御を施す
ものである。
【００２６】
次に、本実施例で行う処理について従来例の変調パターンを例にとって説明を行う。
【００２７】
まず、第１視野角適応制御回路３では、映像の状態や所望の視野角改善効果や弊害などを
考慮して、変調パターンとして図４に示すように、フレーム方向の時間方向変調（切換え
）周期をｎ＝３として３フレーム毎にγ１とγ２が切換えられるようなパターンが選択さ
れたとする。
【００２８】
この場合、ある注目画素についてみればフレーム方向に順に、γ１＋、γ１－、γ１＋、
γ２－、γ２＋、γ２－、γ１＋、γ１－、γ１＋、γ２－、γ２＋、γ２－．．．．．
．、その隣接画素の場合は、γ１－、γ１＋、γ１－、γ２＋、γ２－、γ２＋、γ１－
、γ１＋、γ１－、γ２＋、γ２－、γ２＋．．．．．．となる。γ１とγ２は異なるγ
値を設定するので、仮にγ１＞γ２であれば平均すると前者の画素には、６フレーム毎に
＋（γ１－γ２）に相当する直流電圧成分が残り、後者の画素には６フレーム毎に－（γ
１－γ２）に相当する直流電圧成分が残留してしまうことになる。
【００２９】
このように、変調パターンのフレーム反転周期と交流駆動化周期との兼ね合いで、偏りを
生じてしまうような場合には、この例で説明すれば、図１１のようにｎ＝２と変調パター
ン周期を変更するか、あるいは、ｎ＋２、ｎ＋５、ｎ＋８、ｎ＋１１．．．．．．フレー
ムについては、変調を行わない（つまり、γ１＝γ２としてしまう）ようにするか、さら
には、実施の形態２で詳しく説明するように交流化周期を制御するか、のいずれかの方法
により正負対称に電圧が印加されるように管理制御できるようにしたことを特徴とするも
のである。
【００３０】
本実施の形態の液晶表示装置は、このように構成することにより、第１視野角適応制御回
路３でγ変調（切換え）パターンを適宜変更した場合に、その交流化駆動状態との兼ね合
いで液晶各画素に対して正負非対称の電圧が印加されてしまわないように管理し、必要に
よっては変調パターンや変調データを制御するなり、効果や弊害との関係から変調パター
ンを変更できない場合については、交流化制御部４を制御し交流化周期を変更するように
して、液晶画素に対して常に正負対称の電圧が印加され直流成分が残ってしまわないよう
に電圧制御を行うことが可能となるようにしたものである。
【００３１】
尚、本実施の形態では、フレーム方向への変調パターンとフレーム方向への交流化周期と
の兼ね合いについて説明を行ったが、フレーム内の２次元方向の変調パターンと、ライン
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反転、ドット反転、カラム反転等の交流化方法との兼ね合いにも同様に課題が考えられ、
同様の概念により変調パターンを変更する、あるいは、交流化パターンを変更することも
考えられる。但し、変調パターンを適宜対応させる方が容易であるため、本実施例では変
調パターンで対応するものとしている。
【００３２】
以上の説明のように、第１視野角適応制御回路３においてγ特性の変調パターンの設定を
行う際に、液晶画素に正負非対称電圧が印加されてしまわないように、管理しながらパタ
ーンを決定する、もしくは交流化駆動の方を制御するようにできる構成としたことにより
、液晶画素に直流成分が残留してしまうことを回避することができ、安定で信頼性の高い
視野角拡大制御を実現することが可能となる。
【００３３】
（実施の形態２）
本発明の請求項２および３の内容に基づいた実施の形態２における液晶表示装置の駆動方
法について、図２、図５を用いて説明する。
【００３４】
実施の形態１においては、フレーム方向の変調周期ｎ＝３の例（図４のｎ＝３の例は従来
例で説明したのでドット反転方式、ＲＧＢトリオ単位変調を図示している）を説明したが
、実際には、視野角改善効果を得るためにγの変調度をある程度上げたとすると、発明が
解決しようとする課題の欄にもふれたようにフリッカが発生しやすくなるため、このフレ
ーム方向への変調周期についてはより短い方が有利である。変調度の設定状態、表示する
画像の速さや色および階調性等の特性、あるいは表示する液晶パネルの特性にもよるが、
ｎ≧２ではフリッカが目立ち始める。この例では逆にいえばフレーム方向の変調周期につ
いてはｎ＝１以外の解はないということになる。
【００３５】
この場合、フレーム方向交流化周期が通常の１フレーム毎であれば、発明が解決しようと
する課題の欄にも説明している通り図５に示すように、ある注目画素についてみればフレ
ーム方向に順に、γ１＋、γ２－、γ１＋、γ２－、γ１＋、γ２－．．．．．．、その
隣接画素の場合は、γ２＋、γ１－、γ２＋、γ１－、γ２＋、γ１－．．．．．．とな
り、γ１とγ２は異なるγ値を設定するので、仮にγ１＞γ２であれば前者の画素には常
に＋の直流電圧が印加され、後者の画素には常に－の直流電圧が印加されてしまうことに
なる。しかしながら、ｎ≧２ではフリッカの問題があるため、実施の形態１のように変調
パターンの方を変更することはできない。
【００３６】
よって、交流化制御部４に対して、フレーム方向の交流化周期を＋、＋、－、－、＋、＋
、－、－．．．．．．のように２フレーム毎に交流化するよう制御する。これにより、図
２に示すように、ある注目画素についてみればフレーム方向に順に、γ１＋、γ２＋、γ
１－、γ２－、γ１＋、γ２＋、γ１－、γ２－．．．．．．、その隣接画素の場合は、
γ２＋、γ１＋、γ２－、γ１－、γ２＋、γ１＋、γ２－、γ１－．．．．．．となり
、γ１とγ２は異なるγを与えても、一定周期単位で正負対称となり、液晶画素に対して
信頼性を低下させてしまうような駆動とはならない。
【００３７】
尚、ｎ≧２の変調周期でフリッカが目立ち始めると説明したが、画像や各種の条件によっ
てはｎ≧２でも問題とならない場合もある。このようにｎが偶数であれば、フレーム方向
交流化周期を通常どおり１フレーム毎とすればよく、上記説明のようにｎが奇数の場合は
、交流化周期を２フレーム毎とすれば、所定のフレーム周期間に正負対称（上記例では４
フレーム周期）となり、直流成分の残留がなくなって信頼性の高い駆動が可能となる。
【００３８】
以上の説明のように、フレーム変調周期が奇数の場合は交流化周期を２フレーム毎とし、
偶数の場合は交流化周期を従来通り１フレーム毎とするように制御することにより、焼き
付き等の弊害を発生しない安定した信頼性の高い駆動により視野角拡大制御を実現するこ
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とができる。
【００３９】
（実施の形態３）
図３は本発明の請求項４の内容に基づいた実施の形態３における駆動方法を行う液晶表示
装置の構成ブロック図を示し、図３の本液晶表示装置において、１は実施の形態１と同様
のＲＧＢ独立γ変換回路であり、２は実施の形態１と同様のγ切換え回路であり、３１は
前記ＲＧＢ独立γ変換回路１に対するγデータ設定と前記γ切換え回路２に対する切換え
制御を、応答速度データに応じて変調度制御しながら行い、γの変調制御をなすように構
成された第２視野角適応制御回路であり、４は実施の形態１と同様の交流化制御部であり
、５は実施の形態１と同様の液晶パネルである。
【００４０】
以上のように構成された液晶表示装置における本実施の形態の駆動方法について、図３、
図６、図７、図８および図９を用いてその動作を説明する。
【００４１】
実施の形態１、２においてフレーム方向に変調制御する例を示した。このフレーム方向に
変調する処理は、発明が解決しようとする課題の欄にも説明したように、γの変調処理に
よるドット模様が目立ってしまうことにより画質に及ぼす各種の弊害を低減し、視野角拡
大処理を行った時の見栄えの違和感を少なくすることを目的として行われる。
【００４２】
しかしながら、このようにフレーム方向へのγの変調を行う場合、変調する複数のγ特性
γ１、γ２は、改善しようとする視野角特性の項目やその改善度合い等にも依存するが通
常、図６中ａ、ｂのように特に中間調レベルにおいてその差異が大きくなるように設定さ
れることが多い。しかし、本技術を適用するＴＮ液晶の場合この中間調レベルの液晶の応
答速度は白もしくは黒レベル付近のそれに比べて遅いのが一般的である。
【００４３】
このため、フレーム周期では変調速度が追いつかない場合がある。すなわち、変調度（γ
１、γ２の差異）が図６中ａのようにある程度以上大きい階調では、各階調の所定の振幅
（γ１－γ２）を振り切れない場合がある。図９を用いて説明すれば、実線の“γ１、γ
２期待値”の特性を得たい場合にこれに相当するγ設定をしても実際の振幅は点線の“γ
１、γ２実際”の特性しか振れないというものである。
【００４４】
これにより、本来の視野角改善自体の効果が充分得られない場合がある。
【００４５】
また、これにより図７中ａに示すように変調時の等価的なγ特性（γ１とγ２を合成した
ものに相当する等価的なγ特性）が偏りをもったりして等価的なγ特性も図７中ｂのよう
に所望の特性とならない場合がある。
【００４６】
このような理由により、フレーム方向に変調を行う場合においてはフレーム方向に変調し
ない場合に比べて所望の変調が出来ず視野角特性の改善度合いが低下する、あるいは、正
面視角方向からの視覚特性が意図している特性から変わってしまうなどといった問題があ
る。
【００４７】
但し、液晶の応答速度については、温度等によっても異なるためこれらを考慮した上での
応答速度データが、第２視野角適応制御回路３１に入力されるようになっている。
【００４８】
本実施の形態では、フレーム方向に変調制御を行う場合でかつγの変調度が所定以上の変
調周期がｎ＝１等のように短い場合、応答速度データが所定値以上の階調部分において、
図８に示すようにＲＧＢ独立γ変換回路１に対するγデータ設定を、応答速度データに応
じて変調度を強調するように補償動作させるもので、これにより、中間調でのγ変調は図
９の鎖線の“γ１、γ２強調”のようになり、オーバードライブ動作されるような状態と

10

20

30

40

50

(7) JP 3902031 B2 2007.4.4



なって、結果的に必要な所望の変調振幅（図９の実線の“γ１、γ２期待値”）を確保す
ることができる。このように、短い周期でフレーム方向に変調動作をさせる場合でも、必
要な特性を得ることができ視野角改善の効果を充分引き出すことができるものである。
【００４９】
以上の説明のように、フレーム方向への変調を行う場合でかつ処理において重要な中間調
における無視できないこのような課題に対し適応的に変調度を制御することにより、ドッ
ト模様を低減し弊害を抑制する為のフレーム方向変調時においても効果的に視野角改善効
果を得ることができ、また、正面視角方向からの画質を本来の画質から大きく変化させる
ことなく、違和感のない視野角改善を行うことが可能になる。
【００５０】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように本発明によれば、このような信号処理や駆動の制御によっ
て視野角特性の改善を図る技術において、その改善項目や表示画像の状態に応じて最適な
変調パターンや変調特性に設定しても、液晶画素に対して正負非対称に電圧が印加されて
しまうことがなく、これにより、焼き付き（画像メモリー現象）やフリッカの発生を低減
し、液晶画素を劣化させてしまうことのない安定な信頼性の高い駆動を行うことができる
。
【００５１】
さらに、フレーム方向に変調して、処理に伴うドット模様を低減して画質に及ぼす影響を
小さくする表示を行った場合でも、視野角改善効果を落とすことなく、正面視角方向から
の見栄えも大きく変化させない効果的な視野角拡大制御を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態１、２における駆動方法を行う液晶表示装置の構成ブロッ
ク図である。
【図２】　本発明の実施の形態２における駆動方法によるフレーム方向変調パターンの一
例を示す模式図である。
【図３】　本発明の実施の形態３における駆動方法を行う液晶表示装置の構成ブロック図
である。
【図４】　従来例で示されているフレーム方向変調パターンの一例を示す模式図である。
【図５】　本発明の実施の形態２における駆動方法によるフレーム方向変調パターンの一
例を示す模式図である。
【図６】　本発明の実施の形態３における駆動方法のγ変換回路における変調度の制御の
一例を示す特性図である。
【図７】　本発明の実施の形態３における駆動方法のγ変換回路におけるγ変調制御の応
答速度による特性変化の一例を示す特性図である。
【図８】　本発明の実施の形態３における駆動方法の第２視野角適応制御回路３１におけ
るγの変調度制御概念の一例を示す特性図である。
【図９】　本発明の実施の形態３における駆動方法の応答速度補償処理の概念を説明する
模式図である。
【図１０】　従来例の液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１１】　従来例の液晶表示装置の構成で示されている切換えパターンを示す模式図で
ある。
【図１２】　従来例の液晶表示装置のγ変調特性を示す特性図である。
【符号の説明】
１　ＲＧＢ独立γ変換回路
２　γ切換回路
３　第１視野角適応制御回路
４　交流化制御部
５　液晶パネル
３１　第２視野角適応制御回路

10

20

30

40

50

(8) JP 3902031 B2 2007.4.4



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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